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豊
田
公
民
館
で
は
、
春
休
み

期
間
中
の
豊
田
地
域
の
小
学
生

が
、「
勉
強
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
を
通
じ
、
一
日
を
有

意
義
に
過
ご
せ
る
場
所
」
と
し

て
、
３
月
20
日
に
、「
春
休
み

１
日
子
ど
も
教
室
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
春
休
み
期
間

の
ほ
か
、
夏
休
み
期
間
に
も
開

催
。
今
回
で
５
回
目
と
な
り
ま

す
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
参

加
す
る
小
学
生
の
数
も
増
え
、

今
回
の
教
室
に
は
、
30
人
以
上

の
小
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
教
室
の
内
容
も
、
教
師
Ｏ
Ｂ

グ
ル
ー
プ
の
先
生
や
食
育
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ

ん
の
「
積
極
的
な
協
力
と
創
意

工
夫
」
に
よ
り
、
回
を
重
ね
る

ご
と
に
充
実
が
図
ら
れ
て
お
り
、

主
催
者
と
し
て
大
変
う
れ
し
く
、

感
謝
す
る
次
第
で
す
。

春休み１日子ども教室

【
午
前
中
の
勉
強
の
時
間
】

【
午
後
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
】
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　「
ア
イ
コ
美
術
工
藝
社
」
は
、
彫

刻
家
の
相
子
恭
平
さ
ん
�
と
デ
ザ
イ

ナ
ー
で
染
色
家
の
靖
子
さ
ん
�
夫
妻

の
ア
ー
ト
ユ
ニ
ッ
ト
。
群
馬
県
出
身

の
恭
平
さ
ん
と
埼
玉
県
出
身
の
靖
子

さ
ん
は
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
を

修
了
後
、
結
婚
。
移
住
を
視
野
に
創

作
活
動
の
場
を
求
め
て
い
た
と
こ
ろ
、

縁
が
あ
っ
て
旅
行
で
訪
れ
た
北
信
州

に
惹
か
れ
、
２
０
１
５
年
春
に
中
野
市
に

移
住
。
最
初
の
約
10
ヶ
月
を
草
間
で
過
ご

し
た
後
、
空
き
家
だ
っ
た
岩
井
の
木
造
平

屋
に
引
っ
越
し
。
自
宅
兼
ア
ト
リ
エ
と
し

て
自
ら
改
修
作
業
を
し
な
が
ら
二
人
で
も

の
づ
く
り
に
励
ん
で
い
る
。

ア
イ
コ
美
術
工
藝
社

飯
山
駅
、
道
の
駅
千
曲
川
な
ど
で
手
ぬ
ぐ
い
を
販
売

中
。
高
橋
ま
ゆ
み
人
形
館
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー
雪
あ
か
り

に
て
開
催
中
の
夫
婦
二
人
展「
野
を
こ
え
山
こ
え
展
」

は
５
／
８
㈫
ま
で
。
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新
井
区
は
、
平
岡
地
区
の
南
端
に

あ
る
戸
数
２
５
０
戸
ほ
ど
の
集
落
で

志
賀
高
原
、
高
社
山
、
北
信
五
岳
を

一
望
で
き
る
平
坦
で
生
活
し
や
す
い

地
形
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
の
１
月
７
日
に
子
供
た
ち
を

集
め
「
ま
ゆ
玉
づ
く
り
」
を
行
い
、

13
日
「
ど
ん
ど
焼
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
昨
年
、
新
井
神

社
の
社
殿
が
焼
失
し
、
少
し

寂
し
い
「
ど
ん
ど
焼
」
と
な

り
ま
し
た
。

　
分
館
で
は
、
そ
ん
な
寂
し

さ
を
吹
き
飛
ば
せ
る
よ
う

「
区
民
親
睦
バ
ス
ツ
ア
ー
」

「
子
供
納
涼
会
」「
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
」「
敬
老
会
」「
文
化
祭
」

な
ど
を
計
画
し
て
お
り
、
区

民
の
皆
さ
ん
に
元
気
を
出
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
。

　
近
年
、
新
井
区
に
は
ア
パ

ー
ト
が
増
え
、
転
入
さ
れ
て

く
る
人
も
多
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。
転
入
さ
れ
た
人
も
含
め
、
区

民
全
員
が
老
若
男
女
問
わ
ず
、
気
軽

に
参
加
で
き
る
分
館
活
動
に
心
掛
が

け
、
風
通
し
の
良
い
地
域
づ
く
り
の

一
助
と
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
分
館
長
　
藤
沢
由
紀
夫
）

新
井
分
館

こ
ん
に
ち
は

　
新
井
は
、
中
野
扇
状
地
扇
央
に
位

置
し
て
い
る
。
村
が
生
ま
れ
た
頃

か
ら
自
村
用
の
堰せ

き

が
な
く
、
地

下
水
位
も
低
か
っ
た
の
で
水
に

は
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
農
業
は
古
く
か
ら
畑
作

が
中
心
だ
っ
た
。
江
戸
時
代
初

期
の
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）、

畑
が
約
五
十
九
町
歩
、
水
田
が

約
三
町
歩
、
畑
率
は
九
五
％
で

あ
る
。

　
新
井
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、

自
村
専
用
の
堰
は
悲
願
だ
っ
た
。

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
、
志
賀

高
原
一
之
瀬
に
水
源
を
求
め
、

夜
間
瀬
川
に
流
入
さ
せ
る
為か

わ

替せ

水み
ず

に
よ
っ
て
松
崎
か
ら
新
堰

を
開
削
し
よ
う
と
計
画
し
た
が
、

明
治
九
年
に
断
念
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
新
井
の
村

人
が
土
地
柄
を
生
か
し
て
始
め

た
の
が
ホ
ウ
キ
モ
ロ
コ
シ
を
栽
培
し
、

箒ほ
う
き

を
作
る
こ
と
で
あ
る
。
ホ
ウ
キ
モ

ロ
コ
シ
は
イ
ネ
科
の
一
年
草
で
、
耐

干
性
が
強
い
。
五
月
末
か
ら
六
月
上

旬
に
種
を
ま
き
、
九
月
下
旬
か
ら
十

月
上
旬
に
刈
り
取
っ
て
干
し
、
穂
の

実
を
と
っ
て
箒
を
製
作
し
た
。

　
　
こ
の
箒
作
り
は
江
戸
時
代

後
期
に
始
ま
り
、
明
治
七
年

（
一
八
七
四
）
に
は
二
〇
〇
本

と
い
う
記
録
が
あ
る
。
そ
の
後
、

冬
季
の
副
業
に
適
し
て
い
た
の

で
生
産
は
増
え
、
大
正
十
二

年
（
一
九
二
三
）
に
は
二
万
本

を
数
え
て
い
る
。
同
年
、
新
井

箒
製
造
販
売
組
合
が
設
立
さ
れ
、

七
十
七
人
が
加
入
し
た
。

　
昭
和
に
な
る
と
、
ほ
と
ん
ど

の
農
家
が
箒
作
り
に
た
ず
さ
わ

り
、
十
年
代
に
は
五
万
本
以
上

も
生
産
、「
新
井
箒
」
と
し
て
好

評
だ
っ
た
。
だ
が
戦
時
中
、
作

付
統
制
令
に
よ
っ
て
箒
作
り
は

制
限
さ
れ
た
。

　
戦
後
、
箒
作
り
は
か
な
り
復

活
す
る
。
だ
が
昭
和
四
十
年

（
一
九
六
五
）
頃
か
ら
冬
季
の
副

業
と
し
て
よ
り
収
益
性
の
高
い
エ
ノ

キ
茸
栽
培
を
す
る
農
家
が
増
え
、
箒

作
り
は
衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。

　
　
　
　
　（
徳
永
　
泰
男
）

箒
ほうき

作りがさかんだった新井

ふ
る
さ
と
の
歴
史

子どもたちは上手に「まゆ玉」を作りました

分
館
分
館
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